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『トレインスポッティング』における大衆音楽の効果  

―  イギー・ポップとルー・リードを中心に  

 

松 山 の ぞ み  

 

は じ め に  

 1 9 9 6 年 製 作の 映画『ト レ イン ス ポッ テ ィン グ 』Tr a i n sp o t t i n g（ ア ー ヴィ ン・

ウェ ルシ ュ 原作 、ダ ニー・ボイ ル 監 督 ）は 、ス コッ ト ラン ド の首 都エ デ ィン バ

ラ を 舞台 に 、ヘロ イ ン中 毒の 若 者 レ ン ト ンと 、彼 の仲 間た ち が送 る退 廃 的な 生

活 を 描い た 快作 で あ る。9 0 年 代 、国 内 外 に多 くの フ ァン を 獲 得し た当 作 品は、

そ の 後 の イ ギ リ ス 1映 画 史 上 で も 特 筆 す べ き 成 功 を 収 め た 。 こ の 成 功 へ の 言 及

は 、 9 0 年 代 以降 の イギ リ ス映 画 を扱 っ た英 語 文献 に おい て 必須 と 言え る 。映

画公 開 後 2 0 年 を 経 た今 もな お 、イ ギ リ ス／ スコ ッ トラ ン ド 映画 の代 表 作と認

識さ れて お り 、2 0 1 7 年に は 、前 作 と同 じ 製作 チー ム・キャ ス トに よる 続 編 T 2 :  

Tr a i n s p o t t i n g が 、 イギ リス を はじ め 世 界各 国で 公 開さ れ る （映 像資 料 2）。  

 当 作品 は イギ リ ス 映画 の伝 統 的テ ー マ であ る労 働 者階 級 を 扱っ てい る が、ス

タイ リッ シ ュで 娯 楽 的な 要素 が 強く 、 社 会的 リア リ ズム （ so c i a l  r e a l i s m） を

重視 した 他 の多 く の 「キ ッチ ン シン ク （ k i t c h e n  s i n k）」 映画 2とは 毛色 が 異な

る 。そ し て 、こ の 映 画の スタ イ リッ シ ュ さは とり わ け音 楽 に 依る とこ ろ が大き

く、「音 楽映 画 」と して 言及 さ れる こ と も少 なく な い。 ア メ リカ の 『 ロ ーリ ン

グス トー ン』誌 電 子 版は 、「映 画 史上 最も 優れ たサ ウ ンド ト ラ ック 2 5 本」と い

う記 事で 、革 新 的な 大衆 音楽 の 使用 で 知 られ るア メ リカ 映 画『ア メリ カン・グ

ラフ ィテ ィ』（ジ ョー ジ・ル ー カス 監 督、1 9 7 3／ 1 7 位 ）や『 卒 業 』T h e  G r a d u a t e

（マ イク ・ ニコ ル ズ 監督 、 1 9 6 7／ 1 6 位）、『 イー ジー ・ ライ ダー 』 E a sy  R i d e r

（デ ニス・ホ ッ パー 監督 、 1 9 6 9／ 1 4 位）より 上位 の 1 3 位 に『ト レイ ンス ポ ッ

ティ ング 』 を挙 げ て いる （ D o l a n  e t  a l .  2 0 1 3）。 なお 、本 作 の 予告 編は 、 テキ

スト によ り 使用 音 楽 の作 曲／ 演 奏者 名 を 紹介 する 画 面で 幕 が 閉 じ ら れ て お り 、

日本 盤 D V D（ 映 像資 料１ ）に は 音楽 チ ャ プタ ーも つ いて い る 。こ れら の 事実

から も、映 画公 開 前 後で 作 品 に おけ る 音 楽の 重要 性 が認 め ら れて いた こ とが窺

える 。  

 『ト レ イン スポ ッ ティ ング 』は 多彩 な 大衆 音楽 を 使用 し て いる が 、とり わけ 、

こ の 映 画 が イ ギー ・ ポ ッ プ （ 1 9 4 7〜 ） や ル ー ・ リ ー ド （ 1 9 4 2〜 2 0 1 3） の よ う

なア メリ カ のロ ッ ク スタ ーに よ る 7 0 年 代の 名曲 を 大胆 に 使 用し たこ と は、彼

らの 音楽 の 再評 価 へ と繋 がり 、英米 ひ い ては 日本 も 含む 世 界 各国 の大 衆 文化に

旋風 を巻 き 起こ し た 。  

 こ のこ と に鑑 み る と、当作 品 にお け る ポッ プと リ ード の 音 楽の 重要 性 は明ら

かで ある 。本 稿 では、彼ら の音 楽 と人 物 像 が映 画に も たら す 効 果に つい て、「パ

ン ク 」と い う概 念 に 焦点 を当 て て考 察 し たい 。  
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１ .   音 楽 ジ ャ ン ル の 分 類  

 『 トレ イン ス ポッ ティ ング 』に 使 用さ れた 音楽 は、劇 中で 歌わ れる 曲 を合 わ

せて 全 2 1 曲（ 繰 り 返し を含 む との べ 2 5 曲 ） ある 。全 編 9 3 分 4 6 秒 の映 画の

中で 、全 体 の約 ３ 分 の２ を占 め る計 6 2 分 2 2 秒 間の シー ク エン スで 音 楽が 挿

入さ れて い るの だ。また 、 2 1 曲 中 1 9 曲 が大 衆音 楽 であ り、 この うち 、 1 2 曲 3

すな わち 、使用 音 楽 の約 6 割 が既 存 の大 衆音 楽と い うこ と に なる 。映画 にお け

る音 楽技 法 の詳 細 な 分析 を可 能 にす る た めに 、挿 入 曲を 表 に まと めて み た。  

 

 

 

 

 以 下は 、 イギ リ ス の映 画学 者 、マ レ ー ・ス ミス （ M u r r a y  S m i t h） が当 作品

の音 楽を 年 代と ス タ イル で整 理 した ３ つ の軸 であ る 。  

軸１ ：「 1 9 7 0 年 代の デヴ ィッ ド ・ボ ウ イ ／ル ー・ リ ード ／ イ ギー ・ポ ッ プ」  

軸２ ：「 パル プ 、ブ ラー 、エ ラ ステ ィ カ 、ス リー パ ー等 の 1 9 9 0 年 代ブ リ ット

図 1： 映 画 『 ト レ イ ン ス ポ ッ テ ィ ン グ 』 に 使 用 さ れ た 音 楽  
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ポッ プ」  

軸３ ：「 ベッ ド ロッ クや アイ ス M C 等 の 1 9 9 0 年代 テ クノ ・ダ ンス 音楽 」  

（ S m i t h  2 0 0 2 ,  6 6）  

軸 １ の デ ヴ ィ ッ ド ・ ボ ウ イ の 併 記 に つ い て は 注 釈 が 必 要 だ 。『 ト レ イ ン ス ポ ッ

テ ィ ン グ 』 の 使 用 音 楽 の 中 に は 、 ボ ウ イ が 演 奏 し て い る 楽 曲 は な い 。 し か し、

本作 品に 使 用さ れ た ルー・リ ード とイ ギ ー・ポ ッ プの 楽曲 は すべ てボ ウ イの プ

ロデ ュー ス によ る も ので ある 。こ の３ 人 の音 楽は 、煌 びや か なヴ ィジ ュ アル を

伴う グラ ム・ロッ ク とし て捉 え るこ と が でき るが 、イ ギー・ポッ プと ル ー・リ

ード はパ ン ク・ア イ コン とし て も悪 名 高 い 。特 に この 映画 で は彼 らの 存 在を パ

ンク・ロ ッカ ーと し て認 識す る 方が 理 に かな って い るだ ろ う（ その 理 由に つい

ては 後述 す る）。  

 こ の観 点 から ス ミ スの 分類 を 修正 す る なら ば、当 作品 の 音 楽は 大き く 分け て、

軸１： 7 0 年 代 パン ク 、軸 ２： 9 0 年代 ブ リ ッ ト ポ ッ プ 、軸 ３： 9 0 年 代 テ ク ノ ・

ダン スと い うジ ャ ン ルに 分け る こと が で きる 。こ れ らの 大 衆 音楽 の多 く は既存

のも ので あ るた め 、それ ぞれ 既 存の イ メ ージ やイ デ オロ ギ ー がす でに 確 立され

てい る 。この こと は 、映画 の ナラ ティ ヴ にど のよ う な効 力 を もた らす の だろ う

か 。と りわ け 、軸１ の「パ ンク 」音 楽は 、映画 のナ ラ ティ ヴ と登 場人 物 との 関

わり が深 い と筆 者 は 考え る。以下 、「パ ン ク」と し ての イギ ー・ポ ッ プ と ル ー ・

リー ドの 音 楽に つ い て分 析し た い。  

 

２ .「 パ ン ク 」 の 定 義  

 ま ず、「 パ ン ク 」 と い う 音 楽 ・ 運 動 の 定 義 を 行 う 。 英 米 両 国 に そ の 起 源 があ

るが 、 イギ リ スに お ける パ ンク は 、 7 0 年代 後 期、 首 都ロ ン ドン で 生ま れ た。

単調 で荒 々 しい ギ タ ー音 楽と 、反 体制 か つ無 政府 主 義（ “ a n a r c h y ”）的 な 歌詞 、

奇抜 なフ ァ ッシ ョ ン 等が 特徴 で ある 。  

パン クの 反 骨精 神 は 、音 楽 的な そ れと 同 時に 、社会 的 、政 治 的、文 化的 かつ

文化 産業 的 側面 も 踏 まえ 、多角 的に 言 及 され てき た（ニ ー ガ ス  2 0 0 4 ;  森  2 0 0 8 ;  

渡 辺  2 0 0 0 ;  C o l e g r a v e  &  S u l l i v a n  2 0 0 1 ;  L u r y  2 0 0 2）。そ の す べて の側 面 にお

け る 既 成 の 価 値 に 対 す る 反 抗 が 、「 パ ン ク 」 の 基 本 姿 勢 だ と 考 え ら れ る 。 詩 人

で文 芸評 論 家の 林 浩 平は 、パ ン クの 音 楽 的抵 抗に つ いて 以 下 のよ うに 述 べてい

る 。  

 

それ まで の ロッ ク が 多く の人 気 バン ド と スタ ー・ミ ュ ージ シ ャン を

生み、 一 種の 権 威と なっ てし ま った の で 、それ に 対抗 し ての 若者 世

代 か ら の 挑 戦 が パ ン ク だ っ た 、 [… ]演 奏 技 術 が 高 く な り 楽 曲 の 構 成

など も複 雑 にな っ た 結果 、ロ ック が 本来 持つ はず の、 原 初的 な、 生

命を 燃焼 さ せる エ ネ ルギ ーが 空 転し 始 め た、そ れ への 反 発か ら、パ

ンク ・ロ ッ クの サ ウ ンド は確 立 され た 、 とも 言え る だろ う 。  

 セ ッ ク ス ・ ピ ス ト ル ズ の ジ ョ ニ ー ・ ロ ッ ト ン は 、「 ロ ッ ク は 死 ん
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だ」 とい うメ ッ セー ジを 発信 す るが 、同 じく セッ ク ス・ ピス トル ズ

のベ ーシ ス トで あ り 二一 歳で ド ラッ グ の ため に早 世 した シ ド ・ヴィ

シャ スは 「 ベー ス の 弾け ない ベ ーシ ス ト 」と いう 評 判を と っ た。  

（ 林 2 0 1 3 ,  4 7 - 4 8）  

 

上記 で言 及 され る セ ック ス・ピス ト ルズ は、当 時 のロ ン ドン・パン ク シー ン

を代 表す る バン ド で 、労 働者 階 級出 身 で あっ た。彼 らは デ ビ ュー 曲《 A n a r c hy  

i n  t h e  U K》（ 1 9 7 7）に よ り 自ら 無 政 府 ・無 宗 教 主義 を 表 明 し、 物 議 を醸 し出

した 。続 く シン グル《 G o d  S a v e  t h e  Q u e e n》（ 1 9 7 7）では 英 国王 室を「 ファ シ

スト 体制 （ t h e  f a s c i s t  r e g i m e）」 と揶 揄 し、「イ ング ラ ンド が見 る夢 に 未来 な

んて ない （ T h e r e  i s  n o  f u t u r e  i n  E n g l a n d ’s  d r e a m i n g）」と 、 国家 に反 旗 を翻

した 。ブ リテ ィ ッシ ュ・パン クと は、労 働者 階級 出 身の 若 者 たち が社 会 的抑 圧

か ら の 解 放 を 試 み た 運 動 で あ っ た （ *本 稿 で 扱 う 楽 曲 の 日 本 題 の 大 半 は 原 題 の

カタ カナ 表 記で あ る ため 、以 下 、曲 名 は 原題 に統 一 する ）。  

ここ で「ブ リ ティ ッ シュ 」とい う 言葉 の 意味 に つ い て 考 え た い 。セ ッ ク ス ・

ピス トル ズ のフ ロ ン トマ ン 、ジ ョ ニー・ロッ トン は 、イン グ リッ シュ・パ ンク

のイ メー ジ が強 い が 、実 は自 身 がア イ ル ラン ド系 移 民で あ る こと につ い て度々

言及 して い る 。そ し て 、ピ ス トル ズと と もに ロン ド ンの パ ン クシ ーン を 先導 し

た バ ンド 、ク ラ ッシ ュの フロ ン トマ ン で ある ジョ ー・ス トラ マー の 父 は 、イ ン

ド 系 移 民 で あ っ た 。 ク ラ ッ シ ュ の 代 表 曲 の ひ と つ 《 W h i t e  R i o t》（ 1 9 7 7） は 、

白人 の富 裕 層を 批 判 する 内容 だ が 、こ れ は 、ス ト ラマ ー が あ る黒 人差 別 暴動 か

ら着 想を 得 て作 っ た 曲で ある 。そ の暴 動 とは 、ロ ンド ンで 毎 年開 催さ れ るカ リ

ビ ア ン 系 の 祝 祭 「 ノ ッ テ ィ ン グ ヒ ル ・ カ ー ニ ヴ ァ ル 」 4で 起 こ っ た も の だ 。 ス

トラ マー は 、この 曲 の中 で強 か な黒 人 を 讃え 、自分 た ちも「 白い 暴動 」を 起こ

すべ きだ と 歌っ た 。  

この よう に 、ブリ テ ィッ シュ・パ ンク の 中心 人物 の ルー ツ は イギ リス 国 外に

あ り 、「 ブ リ テ ィ ッ シ ュ 」 や 「 イ ン グ リ ッ シ ュ 」 と い う ナ シ ョ ナ リ テ ィ ー の あ

り方 に疑 問 を投 げ か けた ので あ る 。彼 ら が 反 社会 的 な態 度 を 取り なが ら 、社会

的・政 治的 皮 肉を 音 楽に 込め た 背景 に は 、階 級 だけ で はな く（ 実 は ジョ ー・ス

ト ラ マ ー の 父 は 外 交 官 ＝ 中 産 階 級 ）、 自 身 の ナ シ ョ ナ ル ・ ア イ デ ン テ ィ テ ィー

の曖 昧さ か ら生 ま れ る社 会不 信 でも あ っ た の かも し れな い 。  

 以 上を 踏 まえ『ト レイ ンス ポ ッテ ィ ン グ』を分 析す る と、その 使用 音 楽だ け

で な く 物 語 に も パ ン ク 性 が 見 ら れ る 。「 イ ギ リ ス 」 と い う 国 家 が 、 主 に 上 流 階

級と 中産 階 級の イ ン グラ ンド 人 によ り 運 営さ れて い ると 考 え ると 、ス コ ットラ

ンド の労 働 者階 級 は 国家 の中 核 から 離 れ た周 縁の 存 在と 言 え る。映画 の 主人公

レン トン た ちは 労 働 者階 級出 身 のス コ ッ トラ ンド 人 であ る 。彼ら はす で に国家

の「 周 縁 」に いる 上 に 、そ の国 家 が保 つ 社会 規範 か ら逸 脱 し た生 活を 、自 ら選

択す る。 そ んな 彼 ら のア ナー キ ーな ス タ ンス は、「パ ン ク」 の姿 勢と 重 なる 。  

具 体 例 と し て 、 レ ン ト ン の 「 社 会 な ん て も の は 存 在 し な か っ た （ n o  s u ch  
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t h i n g  a s  s o c i e t y）。もし 存在 し ても 、俺 には とう て い関 係 な かっ た」と いう発

言 を 取 り 上 げ よ う 。「 社 会 な ん て 存 在 し な い 」 と い う フ レ ー ズ は 、 前 英 国 首 相

マ ー ガ レ ッ ト ・ サ ッ チ ャ ー （ 在 任 1 9 7 9～ 9 0） の 言 葉 を 引 用 し た 台 詞 で あ る 。

「社 会に 頼 らず 個 々 が自 身の 面 倒を 見 る べき 」と いう 文脈 で 発せ られ た 、サッ

チ ャ ー の 有 名 な 文 言 の ひ と つ だ 5。 厳 し い 緊 縮 財 政 に よ り 労 働 者 階 級 を 敵 に 回

した「鉄 の女 」の 言 葉を 、意 図的 に 労働 者階 級の 文 脈に 組 み 込ん でし ま う皮 肉

には 「パ ン ク」 精 神 が感 じら れ る。  

さら に 、物語 にお け る社 会福 祉 への 言 及 を見 てみ よ う 。上 記 のサ ッチ ャ ーの

方針 に反 し て、レ ン トン たち は 自己 利 益 のた めに 福 祉シ ス テ ムを 利用 し てい る。

レ ン ト ン と 友 人 の ス パ ッ ド は 無 職 で 生 活 保 護 （ b e n e f i t） を 受 給 し て い る が 、

行政 の職 業 紹介 所（ J o b  C e n t r e）には 職 探 しを して い る素 振 り を見 せな け れば

なら ない 。そ こ でス パッ ドは 、仕 事 の面 接に 確実 に 失 敗
． ．

す る ため に、ドラ ッ グ

を摂 取し て ハイ に な った 状態 で 面接 に 挑 む 。レ ン トン やス パ ッド にと っ て 、職

を 得 る こ と は 「 悪 夢 」 な の で あ る 。 社 会 参 加 を 厭 う ア ナ ー キ ー な 姿 勢 も ま た、

「パ ンク 」 と捉 え る こと がで き る。  

そ し て 、 こ の よ う な 登 場 人 物 の 姿 勢 は 、 音 楽 の 演 出 と 直 結 し て い る 。 以 下、

当作 品に お ける パ ン ク・ アイ コ ンの 役 割 と音 楽の 挿 入技 法 を 分析 した い 。  

 

３ −１ .  イ ギ ー ・ ポップ の ス タ ー 像 の 機 能  

 ブ リテ ィ ッシ ュ・パン クの 姿 勢 や 作 風 は 、そ れ 以前 から す でに アメ リ カで 破

壊的 な音 楽 とパ フ ォ ーマ ンス を 実践 し て いた イギ ー・ポッ プ とも 重な る 。ポッ

プが 率い た バン ド 、ステ ゥー ジ ズに よ る《 N o  F u n》（ 1 9 6 9）は、日 常の あ らゆ

る無 関心 を 歌っ た 楽 曲で 、セ ック ス・ピ スト ルズ は アメ リ カ・ツ アー 時に この

曲を カヴ ァ ーし て い る。 イギ ー ・ポ ッ プ が彼 らに 及 ぼし た 影 響 は 見 逃 せ な い 。 

イギ ー・ポッ プ は映 画の 音楽 だ けで な く 、台詞 や 小道 具 にも 登場 する 。主 人

公レ ント ン の友 人 ト ミー は 、ポッ プの 熱 狂的 なフ ァ ンで あ る 。彼が 友 人と 交わ

す会 話、 着 用し て い る T シャ ツ 、自 宅に ある ポ ス タ ーと 、 彼 の日 常生 活 から

ポッ プは 切 り離 せ な い。  

クラ ブで ト ミー が 友 人ス パッ ド と交 わ す 会話（ 2 0 分 2 2 秒 〜 2 1 分 5 4 秒 ）は 、

スコ ット ラ ンド 労 働 者階 級出 身 のイ ギ ー・ポ ップ・フ ァン 、とい う彼 の キャラ

クタ ーを 決 定づ け る 内容 だ 。トミ ーは 、ポッ プの コ ンサ ー ト が恋 人リ ジ ーの誕

生日 と同 じ 日で あ る こと に気 が つか ず、チケ ット を 買っ て し まう 。そ して 、リ

ジー に「私 か イギ ー・ポッ プか 、そ ろそ ろ選 んで ち ょう だ い 」と罵 られ る 。リ

ジー が彼 の ポッ プ 熱 に辟 易し て いる こ と が窺 える 台 詞だ 。  

そし て 、この シー ン には 、映 画本 編で 唯 一台 詞に 対 応し た 字 幕が 刻ま れ てい

る。筆者 が考 え る字 幕の 効果 は、次 の２ 点で ある 。ト ミ ーた ちが いる ク ラブ で

は、 爆音 で 流れ る 音 楽に 掻き 消 され な い よう に、 大 声で 発 話 す る 必 要 が あ る 。

それ です ら 相手 の 声 が聞 き取 り にく い こ とも ある ほ どだ 。当 該シ ーン は 、この

よう な音 響 環境 を 再 現し た上 で 6、唐 突 に 字幕 を提 示 する こ と で、 音声 の 聞き
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取り にく さ を視 覚 的 に強 調し て いる 。  

もう ひと つ の効 果 は 、ス コッ ト ラン ド 訛 りの 誇張 で ある 。『 トレ イン ス ポッ

ティ ング 』の 主 要登 場人 物の 訛 りは 労 働 者階 級の も ので あ り 、一 口に「 ス コテ

ィッ シュ 」 と言 っ て も、 中産 階 級以 上 の 人々 と彼 ら の訛 り は 異 な る 。 そ の 上 、

彼ら は頻 繁 に地 域・階級 特有 の 俗語 を 使 う。字幕 付き の この 対話 の中 で、ス パ

ッド はト ミ ーに 恋 人 が怒 った か どう か 問 いか ける 。字幕 で は  “ w a s  s h e  u p s e t ? ”  

（辛 がっ た か？ ） と 記さ れて い るが 、 実 際に は  “ We n t  b a l l i s t i c ? ”（ 爆発 した

か？ ）と 問 うて い る 。そ れに 対 して ト ミ ーは 、 “ B i g  t i m e .  A b s o l u t e l y  f u c k i n g  

r a d g e . ”  と答 える が 、字 幕で は  “ v e r y ”  の一 語に 置 き換 え ら れて いる 。 “ b i g  

t i m e ”  は「 とて も」とい う意 味 の俗 語 な ので 、字 幕は そ の翻 訳で ある が、全 文

のニ ュア ン スは か な り印 象が 異 なる 。と りわ け 、 “ r a d g e ”  と いう 言葉 は スコ ッ

トラ ンド 労 働者 階 級 特有 の俗 語 であ る 。荒々 しい 人 物を 形 容 する とき に よく用

いら れる こ の言 葉 は 、原作 小 説の アメ リ カ版 巻末「用 語集（ G l o s s a r y）」では 、  

“ c r a z y ”  と 訳 され て いる （ A n o n .  e d . / We l s h  1 9 9 6 ,  3 4 8）。 つま り、 この シ ーン

でト ミー が 語っ て い るの は、恋人 の リジ ーが「爆 発的 に 荒々 しく 怒っ た」情 景

なの であ る 。  

上記 の台 詞 も含 め て 、映画 全 編を 通し て 登場 人物 は  “ f u c k ”  を多 用す る 。同

様 に  “ c u n t ”  と い う 悪態 も頻 出 する が、この 言葉 は 特に ス コ ット ラン ド の労 働

者階 級に よ く使 わ れ る 。悪 態 とし てで は なく 、カ ジュ アル に 誰か をか ら かう と

きに も用 い られ る ほ どだ 。ス コッ ト ラン ドが 誇る 名 俳優 、ロ バー ト・カー ラ イ

ルは 、この 映 画で 喧 嘩狂 いの ベ グビ ー と いう 役を 演 じた が 、彼は 2 0 1 3 年 のエ

ディ ンバ ラ 国際 映 画 祭に て、ベ グビ ー の 言葉 使い に つい て 興 味深 い事 実 を語っ

てい る 。彼 が仲 間 と 集う パブ で 虚偽 の 武 勇伝 を語 る シー ン は（ 1 6 分 2 2 秒 〜 1 9

分 4 6 秒）、映画 史 に おい て、ひと つ のシ ーン の中 で “ c u n t ”と い う 言葉 が 発せ ら

れた 回数 が 最も 多 い シー ンで あ るこ と を 、ある 人 物か ら指 摘 され たそ う だ 。カ

ーラ イル の この 談 話 に会 場は 沸 き立 っ た （映 像資 料 3）。 映画 にお ける 乱 暴な

言葉 使い も また 「 パ ンク 」で あ る。  

引き 続き 、 トミ ー の イギ ー・ ポ ップ 熱 が 見受 けら れ る事 象 を 取 り 上 げ た い 。

ポッ プは 、音 楽や 言 動に より 長 年ド ラ ッ グを 推奨 し てき た が 、同時 に 筋肉 隆々

の「 肉体 美」によ っ ても ファ ン を魅 了 し てき た。幸い に もト ミー はポ ッ プか ら

ドラ ッグ の 影響 を 受 けて おら ず 、健康 的 な筋 肉マ ニ アで あ る 。彼は む しろ ポッ

プの 肉体 美 に憧 れ て いる のか も しれ な い 。また 、原 作に お け るト ミー は ケンカ

が強 く（ ただ し、自 ら好 んで ケ ンカ を す るタ イプ で はな く、極度 に好 戦 的な ベ

グビ ーと は 異な る）、こ のよ う な身 体 的 な「 強さ 」 が、 映 画 では 間接 的 に演 出

され てい る のだ と 考 える こ と も でき る 。  

トミ ーは 日 々、自室 でウ ェイ ト・リ フテ ィン グに 勤 しん で お り、そ の 背景 に

はポ ップ の ポス タ ー が見 える （ 図 2）。バ ンド 、ス テ ゥー ジ ズ 時代 を代 表 する

アル バム『 R a w  P o w e r』（ 1 9 7 3）の ポス ター だ 。し かし 、健 康そ のも の だっ た

トミ ーも 、映 画の 後 半 、恋 人に ふ られ た こと がき っ かけ で ヘ ロイ ンに 手 を出 し、
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エイ ズに 感 染し て し まう 。更 には これ が 複合 型ウ ィ ルス へ と 悪化 し 、彼を 死に

至ら しめ る 。遺体 と なっ たト ミ ーの 足 元 が見 える 部 屋で 、背 景に 映り 込 むポ ッ

プの ポス タ ーは ボ ロ ボロ に擦 り 切れ て い る 。カ メ ラが ゆっ く りド リー・ア ウ ト

して トミ ー の足 元 に フォ ーカ ス が合 う と き、ポス タ ーか ら は フォ ーカ ス が外 れ、

もは やト ミ ーが 崇 拝 した ポッ プ のイ メ ー ジは 「生 々 しい 力 （ R a w  P o w e r）」 を

喪失 して い る（ 図 3）。  

  

  

 以 上 の よ う に 、 ポ ッ プ は 物 語 世 界 内 で 、 ト ミ ー と い う キ ャ ラ ク タ ー を 介 し て

視覚 的に も 聴覚 的 に も現 れる 。 製作 陣 は 、原 作に あ るひ と つ のエ ピソ ー ド（  

金欠 のト ミ ーが イ ギ ー・ポッ プの コ ンサ ート・チ ケッ ト を買 った ため に、恋 人

の誕 生日 プ レゼ ン ト を買 えな か った こ と ）から 若 干内 容を 変 更し 、映 画的 な人

物 描 写 を 実 践 し て い る 。 ち な み に 、 原 作 に お け る 同 エ ピ ソ ー ド （ 章 ） は 、

“ S c o t l a n d  Ta k e s  D r u g s  I n  P s y c h i c  D e f e n s e ”（ ス コッ トラ ン ド は心 理的 擁 護と

して ドラ ッ グを 摂 取 する ）と 題 され て い る。これ は 、ポ ップ の《 N e o n  F o r e s t》

（ 1 9 9 0）とい う 曲の 歌詞 にあ る “ A m e r i c a  t a k e s  d r u g s  i n  p s y c h i c  d e f e n s e . ”  と

いう 一節 に なぞ ら え たも ので あ る。  

 ポ ップ の 存在 が 登 場人 物の 描 写に 組 み 込ま れ、彼 の音 楽 が 重要 な場 面 で起用

され たの は 、製作 陣 が原 作の ポ ップ に 纏 わる 記述 に 着目 し た ため であ ろ う 。当

作品 の音 楽 の選 択 の 一部 は 、明ら かに 原 作に 起因 し てい る 。映画 の音 楽 と原 作

との 関連 性 につ い て は、公開 当時 に 行わ れた S i g h t  &  S o u n d（ 英 映画 雑誌 ）の

イン タヴ ュ ー（ M a c n a b  2 0 11）で 、ダ ニ ー・ボ イル も語 っ てい る。この イン タ

ヴュ ーは 、脚 本 のジ ョン・ホ ッジ と プロ デュ ーサ ー のア ン ド リュ ー・マク ド ナ

ルド も迎 え た対 談 で 、彼 らの 原 作に 対 す る敬 意が 随 所に 感 じ られ る内 容 だっ た 。

原 作 の 重 要 性 を 論 じ る 前 提 と し て 、 彼 ら が 小 説 の 『 ト レ イ ン ス ポ ッ テ ィ ン グ』

Tr a i n s p o t t i n g に 強 い衝 撃を 受 けて 、 作 者の アー ヴ ィン ・ ウ ェル シュ に 映画化

の 許 可 を 直 談 判 し た と い う 事 実 が あ る （ ボ イ ル  映 像 資 料 １ 特 典 ;  We l s h  &  

M a c d o n a l d  2 0 0 0 ,  11 7 - 11 8）。ち なみ に、映画 公 開 3 年 前 の 1 9 9 3 年に 発 表さ れ

たこ の小 説 は、 2 0 1 3 年ま で にイ ギリ ス 国内 だけ で 1 0 0 万部 以上 の売 り 上げ を

記録 し、 世 界 3 0 ヶ 国語 に翻 訳 され て い る（ M u n r o  2 0 1 3 ,  2）。  

図２： 1 7 分 5 2 秒   図３： 7 2 分 3 0 秒  
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３ −２ .  《 L u s t  f o r  L i f e》 /《 N i g h t c l u b b i n g》 分 析  

 『ト レイ ン スポ ッ ティ ング 』に 使用 さ れた 音楽 の 中で 最 も 話題 にな っ たの は、

ポッ プの《 L u s t  f o r  L i f e》（ 1 9 7 7）であ ろ う 。冒 頭に 起 用さ れ たこ の曲 は、『 ロ

ーリ ン グス ト ーン 』 誌（ 電 子版 ） の「 ロ ック ン ロー ル 映画 史 上最 も 偉大 な 3 0

の瞬 間」に含 ま れて おり（ S h e f f i e l d  2 0 1 6）、イ ギリ ス の映 画 学者 ドネ リ ー（ K .  

J .  D o n n e l l y） が選 出し た「 英 国ポ ッ プ 映画 史上 最 も偉 大 な 2 0 の瞬 間 」で は、

『ビ ート ル ズが や っ て来 るヤ ァ ！ヤ ァ ！ ヤァ ！ 』A H a r d  D a y ’s  N i g h t（リ チャ

ード ・レ ス ター 監督 、 1 9 6 4）の 冒 頭シ ー ン 7に続 く 2 位 に 位置 付け られ て いる

（ D o n n e l l y  2 0 0 1 ,  2 4 4）。ま た、ア メ リカ のオ ンラ イ ン音 楽 雑 誌 P i t c h f o r k  は 、

「い かに し て『 トレ イン スポ ッ ティ ン グ 』の サウ ンド ト ラッ クが イギ ー・ポ ッ

プを 復活 さ せた か 」とい う題 目 の記 事 を 掲載 して い る（ S c h e i m  2 0 1 6）。《 L u s t  

f o r  L i f e》 は、 映 画 の冒 頭で ほ ぼ全 尺 使 われ たこ と によ り 、 映画 のオ ー プニン

グ・ テー マ 的機 能 も 担っ た。 本 項で は そ の編 集技 法 を分 析 し たい 。  

 映 画開 始 後 、黒 幕 に 白 字の シ ンプ ル な オー プニ ン グ・ク レ ジッ トを バ ック に

足音 が聞 こ え 、主 人 公レ ント ン たち が 大 通り を駆 け 巡る 映 像 に切 り替 わ る 。こ

の幕 開け と とも に《 L u s t  f o r  L i f e》の 力 強い ドラ ム が鳴 り 響 く 。こ のド ラ ムの

１ビ ート 目 が聞 こ え るタ イミ ン グは 、映 画最 初の ロ ーア ン グ ルの ショ ッ トでレ

ント ンの 足 が地 面 に 着地 する タ イミ ン グ と一 致す る（ 0 分 2 6 秒）。間 もな く聞

こえ る「 人 生を 選 べ （ C h o o se  l i f e）」 と いう レン ト ンの ヴ ォ イス ・オ ー ヴァー

は、 今や イ ギリ ス 映 画史 に残 る 名台 詞 だ 8。  

 楽 曲の 長 いイ ン ト ロか ら 、イギ ー・ポ ップ の 歌 い 出し に 入 るタ イミ ン グも緻

密に 設計 さ れて い る 。レン ト ンの ２回 目 の「人 生 を選 べ 」と い う文 言と 同 時に 、

仲間 とサ ッ カー 9を し てい るレ ン トン の 頭 にボ ール が 当た る （ 1 分 3 8 秒）。そ

の 直 後 に 、 抑 制 さ れ て い た 楽 曲 の 音 量 は 上 げ ら れ 、「 ジ ョ ニ ー ・ イ ェ ン が ま た

酒と ドラ ッ グを 持 っ てや って 来 たよ（ H e r e  c o m e s  J o h n n y  Ye n  a g a i n ,  w i t h  t h e  

l i q u o r  a n d  d r u g s .）」と いう 歌 詞が 大 音 量で 聞こ え る。 こ の とき 映像 は 、サッ

カー のピ ッ チで 倒 れ るレ ント ン と、マ リ ファ ナを 吸 って 床 に 倒れ るレ ン トンの

様 子 を ク ロ ス ・ カ ッ テ ィ ン グ す る 。「 ド ラ ッ グ 」 と レ ン ト ン の 関 係 が 、 ポ ッ プ

の歌 声と 映 像の 両 方 で示 され て いる 。  

 「人 生 」とい う選 択肢 は 、そ の 後間 も なく レン ト ン自 ら の「 声 」に よ って 却

下さ れる 。「で も 、そ んな こと を した っ て どう する ？ 俺は 人 生 なん か選 ば ずに、

他の 選択 肢 を取 っ た 。なぜ って ？ 理由 な んか ない 、ヘ ロイ ン さえ あれ ば（ W h o  

n e e d s  r e a so n s  w h e n  y o u ’ v e  g o t  h e r o i n ?）」。こ のと き 、レ ン ト ンの “ h e r o i n ”と

い う 言 葉 の 背 景 に 聞 こ え る ポ ッ プ の 歌 詞 は 「 愛 と 呼 ば れ し も の （ so m e t h i n g  

c a l l e d  l o v e）」。こ の フレ ーズ は 、上 記 の ヴォ イス・オ ー ヴ ァ ーの 直後 に 繰り返

され 、繰 り返 し 部分 はよ り大 き な音 量 で 響く 。こ の音 声 編集 は、レン トン の ヘ

ロイ ンに 対 する「 愛 」を 演 出し て いる の かも しれ な い 。な お 、こ の シー ク エン

スは 、ヘロ イン 注 射 とオ ーガ ズ ムを 比 較 した 性的 な 表現 も 含 む。曲 名の《 L u st  

f o r  L i f e》は 、「 人 生 を心 から 楽 しむ こ と 」と いう 意 味が あ る が、より 直 接的な
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解 釈 と し て は 「 生 涯 に お け る 性 的 渇 望 、 快 楽 へ の 切 望 」 と も 受 け 止 め ら れ る。

シー クエ ン ス全 体 を 通し て 、ポ ップ の《 L u s t  f o r  L i f e》は、登場 人物 た ちの ヘ

ロイ ン摂 取 に伴 う 直 接的 快楽 と 、性的 快 楽の 両者 を 謳っ て い るか のよ う だ。『ト

レイ ンス ポ ッテ ィ ン グ』に お ける「 快 楽 主義（ h e d o n i s m）」につ いて は、先行

研究 でも 言 及さ れ て いる （ Pe t r i e  2 0 0 0 ;  S m i t h  2 0 0 2）。  

 し かし 、こ のヴ ォ イス・オー ヴ ァー は、「 こん な俺 で も 、と きに は例 の “呪 文 ”  

（ t h e  m a g i c  w o r d s）を 唱え る こと も あ った 」と 締 めく く ら れ、 物語 世 界内の

「も うヘ ロ イン は も うや らな い（ I ’ m  o f f  t h e  s c a g .）」とい う 台詞 に流 動 的に 移

行す る 。こ の言 葉 と とも に《 Lu s t  f o r  L i f e》はフ ェ イド・ア ウ トす る 。約 5 分

間の シー ク エン ス を 主導 する レ ント ン の ヴォ イス・オ ーヴ ァ ーは 、そ の他 登場

人物 の台 詞 、環境 音 、およ び 、効果 音と とも に混 在 する が 、ヴォ イス・オ ーヴ

ァ ー や 台 詞 （ す な わ ち 登 場 人 物 の 「 声 」） が 聞 こ え る 部 分 は 楽 曲 の 音 量 が 下 げ

られ てお り 、それ 以 外の 部分 で は大 音 量 にな るよ う に調 整 し てあ る 。この 細か

な調 整は 、物 語世 界 の内 と外 に おけ る す べて の音 響 を 、互 い に殺 し合 う こと な

く、むし ろ活 か し合 うべ く共 存 させ て い る。そし て、これ ら の音 声の 流 動性 と

多様 性を 一 定の ト ー ンと リズ ム に統 一 し てい るの は、《 L u s t  f o r  L i f e》の 軽快

なビ ート で ある と 言 える 。  

 あ るシ ー クエ ン ス にひ とつ の 曲を ま る ごと かぶ せ てし ま う 演出 は、そ のシー

ク エ ン ス の ト ー ン に 一 貫 性 を 与 え る 。 ポ ッ プ の 《 N i g h t c l u b b i n g》（ 1 9 7 7） の

シー クエ ン ス（ 3 4 分 3 3 秒 〜 3 9 分 0 2 秒 ）も その ひ とつ だ が 、こ の曲 に つい て

特筆 すべ き 点は 、使 用尺 が原 曲 の尺 よ り 長い こと で ある 。つ まり 、映 画の シ ー

クエ ンス に 合わ せ て 音源 を付 け 足す 編 集 がさ れて い るの で あ る。原曲 の 音源と

映画 を同 時 に再 生 し てみ ると 、 映画 で は 後奏 が 1 7 秒延 長 さ れて いる こ とが 分

か る 。  

 楽 曲が 始 まる タ イ ミン グも 、冒 頭の《 L u s t  f o r  L i f e》と 同 じく 映像 と 同期 す

る 。「禁 ヤ ク 」 を 諦 め ヘ ロ イ ン 摂 取 を 再 開 し た レ ン ト ン が 、 ヴ ォ イ ス ・ オ ーヴ

ァ ー に よ る 「 こ れ は 生 涯 の 事 業 な ん だ （ L i v i n g  l i k e  t h i s ,  i t ’ s  a  f u l l - t i m e  

b u s i n e s s）」 と い う 文 言 に 合 わ せ て 床 に 倒 れ る と き 、 曲 の 前 奏 が 始 ま る 。 は じ

めの ２小 節 半は（ 極 かす かに ポ ップ の 掛 け声 らし き もの も 聞 こえ るが ）シ ンプ

ルな 電子 ド ラム ビ ー トの みが 拍 子を 刻 む 。そ の 音 はま るで 、倒れ たレ ン トンの

心臓 の鼓 動 のよ う だ 。  

 さ らに 遊 び心 の あ る演 出は 、ポッ プ の v e r s e の歌 い出 し に も見 られ る 。ト ミ

ーが 恋人 の リジ ー に 棄て られ 、そ の原 因 のひ とつ が「 イギ ー・ポッ プの 件 」で

ある こと を レン ト ン に語 る部 分 だ 。そ し て、２ 番目 の v e r s e の歌 い出 し は 、レ

ン ト ン の 友 人 シ ッ ク ・ ボ ー イ が 述 べ る 「 ヘ ロ イ ン に は 最 高 の 個 性 （ g r e a t  

f u c k i n g  p e r s o n a l i t y ） が あ る 」 と い う 台 詞 の 直 後 に 始 ま る 。 こ こ で の  

“ p e r so n a l i t y ”  とい う単 語の 選 択は ヘ ロ イン を擬 人 化し て お り、 シッ ク ・ボ ー

イ が 持 つ ヘ ロイ ン と の濃 密な 関 係を 強 調 して いる 。こ うし て シッ ク・ボー イと

ヘロ イン の 関係 は 、ポッ プの ヴ ォー カ ル によ り引 き 継が れ る 。冒頭 で レン トン
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と「 ドラ ッ グ」 の 関 係が 《 L u s t  f o r  L i f e》の 歌詞 に 引き 継 が れた よう に 。  

 ま た 、 歌 詞 に は 「 俺 た ち は ゴ ー ス ト の よ う に 歩 く 」 と い う フ レ ー ズ が あ る。

これ を間 も なく ト ミ ーが 迎え る 死期 の 暗 示と 解く の は深 読 み すぎ るが 、このフ

レ ー ズ の 後 、 レ ン ト ン 一 行 が 幽 霊 な い し 透 明 人 間 の ご と く 医 療 機 関 を 闊 歩 し、

難な く薬 物 を盗 み 取 るシ ー ン に 繋が る 流 れは 痛快 だ 。  

 4 分 2 9 秒間 に 渡 るシ ーク エ ンス に お いて 、レ ン トン た ち はあ たか も 「クラ

ブに 出か け る（ n i g h t c l u b b i n g）」ごと く悪 事を はた ら く。こ の 間常 に 、上 述の

鼓 動 の よ う な 音 色 の ド ラ ム ビ ー ト が 聞 こ え る 。 当 楽 曲 の B P M（ b e a t s  p e r  

m i n u t e： 1 分間 あ た りの 拍数 ）は 9 2 で ある 。これ は 、心拍 数と され る 8 0（ 芥

川  1 9 9 0 ,  1 3 0）よ り やや 早い 。画面 で 起 こる「悪 事 」が 、冷 静に 見え る 登 場 人

物の 鼓動 を 少し は 早 めて いる と 考え る と 、《 N i g h t c l u b b i n g》の B P M は 彼らの

心拍 数と 一 致 す る 。同曲 の音 調 とビ ー ト は 、シ ー クエ ンス を 構成 する 複 数の エ

ピソ ード の モン タ ー ジュ に統 一 感を 与 え る役 割と 同 時に 、登 場人 物の 鼓 動を表

現す る機 能 も果 た し てい るの で ある 。  

  

４ −１ .  ル ー ・ リ ードの ス タ ー 像 の 機 能  

 次 に 、ル ー・リー ド の音 楽と 人 物像 が 映 画に 及ぼ す 効果 に つ いて 考察 し たい。

リー ドの ス ター 像 や 作風 もポ ッ プの そ れ と同 じく 退 廃的 で は ある が、ブ リティ

ッシ ュ・パン クと の 類似 性が 強 かっ た ポ ップ のそ れ とは 異 な る 。リ ー ドの 背景

に鑑 みる と 、そ の 違 いは 明白 だ 。  

 初 期の リ ード が 率 いた バン ド、ヴ ェル ヴェ ット・ア ン ダー グラ ウ ン ド は、ア

ンデ ィー・ウ ォー ホ ルが 立ち 上 げた 芸 術 工房「 フ ァク トリ ー 」で活 動し て いた 。

した が って 、 彼ら の 思想 や 作風 は 、 6 0 年代 の ポッ プ ・ア ー トと 直 接的 に 関連

付け るこ と がで き る 。リー ド のパ ンク 精 神は 、芸 術に おけ る 既成 概念 を 覆し た

ポッ プ・アー ト の実 験性 に根 ざ して い る とい えよ う。ま た、リー ドは ウ ィリ ア

ム・バ ロ ウズ のよ う なビ ート 文 学の 作 家 たち とも 交 流が 深 か った 。彼 らは 芸術

とい う「体 制 」に 反 抗し た点 で 、反体 制 ＝パ ンク だ った の で ある 。メデ ィ ア研

究者 の渡 辺 潤は 、イ ギリ スと ア メリ カ の パン クを 比 較し 、そ の重 要な 差 異を 指

摘し てい る 。  

 

イギ リス の パン ク は セッ クス ・ピ ス トル ズに 代表 さ れる よ う に、正

真正 銘の 労 働者 階 級 出身 の若 者 たち の も ので あっ た が 、ア メ リカ の

パ ン ク は 商 業 主 義 を 排 除 し た 新 し い 芸 術 的 な 運 動 の 模 索 と い う 意

味 あ い を 持 つ も の で 、「 ロ ッ ク の 死 」 を 主 張 し た 点 で は 共 通 し て い

たが 、パ ティ ・ス ミ スや トー キ ング ヘ ッ ズな ど、 むし ろ イン テリ 色

をよ りつ よ める 傾 向 にあ った 。（ 渡 辺  2 0 0 0 ,  1 3 0）  

  

この よう に「イ ン テ リ」 1 0と見 な され た リ ード の名 は 、他 の パ ンク・ア イ コン

とと もに 登 場人 物 の 会話 に上 る 。  
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 晴 れた 日 の公 園 で レン トン と 友人 の シ ック・ボ ーイ が「 狩 り」をす るシ ーン

に着 目し た い（ 11 分 3 1 秒 〜 1 4 分 6 秒 ）。シ ッ ク・ボー イは 、彼 らと 同じ エ デ

ィン バラ 出 身の 映 画 スタ ー 、ショ ーン・コ ネリ ーに つ いて の 持 論を「 イ ンテ リ」

さな がら 展 開す る 際 に、前提 とし て「 あ ると きは 栄 華を 極 め た人 間も 、失 敗す

る と そ の 栄 華 は ２ 度 と 戻 っ て こ な い 。 み ん な そ う だ 」 と 、「 人 生 の 摂 理 」 を 語

る 。続 いて シ ック・ボー イは そ の例 と し て 、ジ ョー ジ ー・ベ スト（ イギ リ スの

サ ッ カ ー 選 手 ）、 デ ヴ ィ ド ・ ボ ウ イ に 続 き 、 ル ー ・ リ ー ド を 挙 げ る 1 1。 レ ン ト

ンは それ を 聞い て「 ルー・リ ード の ソロ 曲に は悪 く ない も の もあ る」と修 正 を

試み るが 、シ ック・ボー イは「 そ うだ 、悪く はな い 。でも 傑 作で もな い だろ ？

お 前 も 内 心 分 か っ て る は ず だ 、 ま あ ま あ に 聞 こ え て も 実 は ク ソ （ s h i t e） だ っ

てこ とを 」と 、持論 を曲 げな い 。この や り取 りか ら 、レン ト ンと シッ ク・ボー

イの 両者 が、バ ンド 、ヴ ェル ヴェ ッ ト・アン ダー グ ラウ ン ド 時代 がリ ー ドの 音

楽キ ャリ ア の最 高 潮 だと 考え て いる こ と が分 かる 。つ まり 、それ はリ ー ドのパ

ンク 色が 最 も強 か っ た時 代で あ り、２ 人 が傾 倒す る リー ド の イメ ージ は そこに

ある 。  

 ま た 、別の シー ン で映 るレ ン トン の 自 室を 詳細 に 観察 す る と 、そ こ には リー

ドの 写真 の 切り 抜 き らし きも の が確 認 で き、小道 具 から も レ ント ンが リ ードの

ファ ンで あ るこ と が 垣間 見ら れ る。そし て、「 あ たか も 1 4 歳 の頃 から そ のま ま

にな って い る部 屋」（ ボイ ル  映像 資 料１ 特典 ）の 演出 か らは 、レ ント ンの フ ァ

ン歴 の長 さ が窺 え る 。  

 ル ー・リ ード と い う存 在を め ぐる も う ひと つの 事 象に つ い ても 触れ て おきた

い。ヴェ ル ヴェ ット・ア ンダ ー グラ ウン ドの デビ ュ ー・アル バム『 T h e  Ve l v e t  

U n d e r g r o u n d  a n d  N i c o』（ 1 9 6 7）には 、《 H e r o i n》と い う 曲 が収 録さ れて い る。

この 曲で リ ード は 、ヘロ イン を まる で 人 生の 大義 で ある か の ごと く歌 い 上げ る。

しか し彼 は 、 2 0 0 5 年、 ある イ ンタ ヴ ュ ーで 自身 の キャ リ ア をい くつ か の時期

に分 けて 振 り返 る こ とを 求め ら れた 際、「（皮 肉た っぷ り に ）ド ラッ グに は まっ

て い た 時 期 、 ド ラ ッ グ を 断 っ た 時 期 、 [… ]  自 分 の キ ャ リ ア を そ ん な 風 に 総 括

する なん て 、つく づ く退 屈だ と 思わ な い かい ？」（ S y m m o n s / I w a t a ,  t r a n s .  2 0 1 4 ,  

3 1）と答 え てい る。この 返答 か ら、リ ー ドが 自身 に まと わ り つく ドラ ッ グの イ

メー ジに 飽 き飽 き し てい たこ と が推 測 で きる 。レ ン トン の よ うな 薬物 中 毒のフ

ァン も少 な くな か っ たで あろ う 。  

ポ ッ プ に つ い て も 同 じ こ と が 言 え る が 、『 ト レ イ ン ス ポ ッ テ ィ ン グ 』 に お け

るリ ード の 音楽 、視 覚的 演出 、台 詞 によ る言 及は 、本 作 品の 主題 のひ と つで あ

るド ラッ グ とい う テ ーマ を間 接 的に 支 え てい る。リ ード や ポ ップ が 持 つ 既 存 の

イメ ージ に は、 映 画 が扱 うテ ー マを 補 強 する 機能 が ある の だ 。  

 

４ −２ .  《 Pe r f e c t  D a y》 分 析  

 映 画に 挿 入さ れ た リー ドの 音 楽は 、《 P e r f e c t  D a y》（ 1 9 7 2）と いう ソ ロ楽 曲

であ る 。こ れ まで リ ード の「パ ン ク」イ メー ジ に つ いて 述 べ てき たが 、こ の音
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楽の 曲調 は パン ク で はな く 、味わ い深 い バラ ード だ 。ピア ノ や弦 楽器 も 使わ れ

てお り 、格調 高い １ 曲で ある 。ロ マン テ ィッ クな 歌 詞は ラ ヴ ソン グの よ うに 聞

こえ るが 、映 画 の内 容を 念頭 に 耳を 傾 け ると 、異 なる 解 釈が でき そう だ。パ ン

ク・ア イコ ン のリ ー ドの 楽曲 は 、ラヴ ソ ング でも 一 筋縄 で は いか ない で あろ う。

以下 、こ の曲 がほ ぼ 全尺 挿入 さ れる シ ー クエ ンス の 音響 を 分 析し たい 。メ タド

ン療 法に 耐 え切 れ な くな った レ ント ン が 、「 一発（ o n e  f u c k i n g  h i t）」の ヘ ロ イ

ン を 打ち 、 倒れ る シ ーク エン ス であ る （ 4 6 分 4 3 秒 〜 5 0 分 2 6 秒）。  

 《 Pe r f e c t  D a y》の 穏や かな ピ アノ 前 奏 は 、レ ン トン がヘ ロ イン 注射 を 打ち 、

息 を 吸 い 込 ん だ 直 後 に フ ェ イ ド ・ イ ン す る 。 こ の と き 彼 の 体 は 後 ろ に 倒 れ る。

着地 する レ ント ン の 背中 を受 け 止め る か のご とく 、床 は徐 々 に凹 み 、レン トン

の 体 は 赤 い カ ー ペ ッ ト と と も に 深 く 沈 ん で い く 。「 た だ 完 璧 な 日 ( J u s t  a  

p e r f e c t  d a y )」 と い うリ ード の １フ レ ー ズ目 のヴ ォ ーカ ル が 聞こ える と き、カ

メラ は 、眼球 が上 が り青 ざめ る レン ト ン の顔 に寄 っ てい く 。底に 沈み 痙 攣し た

レン トン を のぞ き 込 む売 人ス ワ ニー の シ ョッ ト（ 図 4：見 え てい るは ず はない

が、アン グル 的 には レン トン の 主観 シ ョ ット ）か ら、再び 倒 れた レン ト ンを 映

し出 すシ ョ ット（ 図 5：彼 を のぞ き込 む スワ ニー の 主観 シ ョ ット ）に切 り替 わ

ると き 、オ フ・ス ク リー ンで ス ワニ ー の「タ ク シー を お呼 び しま しょ う か 、ご

主人 」と いう 声が 聞 こえ る 。オフ スク リ ーン で聞 こ える こ の 声の 音質 が 異常 に

クリ アで 、ス ワニ ー が実 際に こ の言 葉 を 発し たか ど うか は 不 明だ 。レ ント ンが

床に 沈ん で いる と い う状 況と と もに 、こ の声 はシ ュ ール レ ア ルな 領域 で 聞こえ

る。この よう な 演出 は、ヘロ イン で 意識 が飛 んで し まっ た レ ント ンの「ト リ ッ

プ状 態」 を 表現 し て いる と考 え られ る 。  

 

  

 

この スワ ニ ーの 台 詞 の直 後に 、救 急 車の サイ レン 音 がフ ェ イ ド・イ ン。間も

な く 実 際 に 外 で 走 る 救 急 車 の シ ョ ッ ト が 挿 入 さ れ 、 そ の 音 源 が 明 ら か に な る。

スワ ニー が 倒れ た レ ント ンを 外 に引 き ず り出 す間 、オ フ・ス クリ ーン で このサ

イ レ ン 音 は 鳴 り 続 け る 。 ま た 、 そ の 間 、 楽 曲 の 音 量 は だ ん だ ん と 大 き く な る。

音量 が最 大 限に な る とこ ろで 、サ ビ（ c h o r u s）の「 あ ぁ 、な んて 完璧 な日 だ（ O h ,  

i t ’ s  s u c h  a  p e r f e c t  d a y）」 と い う リ ー ド の 歌 声 が 鳴 り 響 く 。 こ の フ レ ー ズの  

図 4： 4 7 分 6 秒  図 5： 4 7 分 8 秒  
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“ … s u c h  a ”  の 部分 で は、 後景 を 横切 る 救 急車 が見 え るが 、 “ p e r f e c t  d a y ”  と い

う歌 声に 合 わせ て カ メラ がテ ィ ルト・ダ ウン する と き 、コ ン クリ ート の 地面 で

仰向 けに な って い る レン トン が 映し 出 さ れる 。倒 れ たレ ン ト ンを 通り 過 ぎる救

急車 の滑 稽 さは 、一 連の 音響 設 計で 積 み 重ね られ た 効果 で あ る 。こ の 場面 につ

いて スミ ス は、短 調 で始 まる 楽 曲が サ ビ で長 調に 転 調す る こ とも 指摘 し た上 で、

映像 で起 こ るす べ て の動 きに 対 して 、音 楽が 対位 法（ c o u n t e r p o i n t）と し て作

用し てい る こと を 論 じて いる （ S m i t h  2 0 0 2 ,  6 8 - 6 9）。  

続く 「君 と 過ご せ て うれ しい よ （ I ’ m  g l a d  I  sp e n t  i t  w i t h  y o u）」 と いうフ

レー ズが 流 れる 間 、路上 に佇 む スワ ニ ー は頭 に手 を やり 、だ るそ うに 体 を揺 り

動か す 。その 画面 の 手前 では 倒 れた レ ン トン の頭 部 がソ フ ト・フォ ー カス で映

り込 んで い る。 そ し て次 の  “ O h ,  s u c h  a  p e r f e c t  d a y ”  とい う 歌声 とと も に車

が近 づく 音 が聞 こ え 、スワ ニ ーが おも む ろに 立ち 上 がり そ の 車を 止め る 。車が

フレ ーム・イ ン する とき 、そ れが タ クシ ーで ある こ とが 分 か る。その 背景 で 歌

詞 は  “ Yo u  j u s t  k e e p  m e  h a n g i n g  o n . ”  を 繰り 返す 。 “ H a n g  o n ”  に はい くつ か

異な る意 味 があ る が 、こ のフ レー ズ は「 君が 僕を し がみ つ け させ 続け る」とい

う解 釈が 妥 当で あ ろ う。この シ ーン で  「 君」 “ y o u ”  と「僕 」 “ m e ”  は 誰を 指し

示 し て い る の だ ろ う か 。 ふ た つ の 仮 説 を 立 て て み た い 。 ひ と つ は 、「 君 」 が レ

ント ンで「 僕」がス ワニ ー。ふ たつ 目は 、「君 」が ヘ ロイ ン で 、「僕 」が レ ント

ン 。 レ ン ト ン が ヘ ロ イ ン に 「 し が み つ き 」、 離 れ ら れ な い 状 況 を 強 調 し た 歌 詞

とし て捉 え るこ と が でき る。  

そ し て 、「 た だ 完 璧 な 日 、 問 題 は す べ て 放 っ た ま ま 。 週 末 客 の 僕 た ち だ け、

なん て楽 し いん だ 。 ただ 完璧 な 日… （ J u s t  a  p e r f e c t  d a y,  p r o b l e m s  a l l  l e f t  

a l o n e .  We e k e n d e r s  o n  o u r  o w n ,  i t ’ s  s u c h  f u n .  J u s t  a  p e r f e c t  d a y …）」と い う

歌詞 が流 れ る間 、ス ワニ ーは レ ント ン を タク シー に 押し 込 む 。次 に、車 中 に横

た わ る レ ン ト ン の 俯 瞰 シ ョ ッ ト に 切 り 替 わ る と 、「 君 の せ い で 僕 は 我 を 忘 れ て

しま う。僕は 自 分じ ゃな い何 者 か、よい 人間 だと 思 って い た のに（ Yo u  m a d e  m e  

f o r g e t  m y s e l f .  I  t h o u g h t  I  w a s  s o m e o n e  e l s e ,  s o m e o n e  g o o d .）」 とい うフ レー

ズ が 聞 こ え 、 レ ン ト ン は 心 地 よ さ そ う に 体 を 揺 ら せ る 。 こ こ で の 「 君 」 “ Yo u ”

もヘ ロイ ン に置 き 換 えて みる と、ヘ ロイ ンの せい で「 我 を忘 れて 」し まっ た レ

ント ンの 状 況と 重 な り、映像 のナ ラ ティ ヴと 音声 の 親和 性 が 高ま る。また 、こ

のと きレ ン トン は 自 身が 持 つ 「 問題 は す べて 放っ た まま 」 な ので ある 。  

２番 目の サ ビ  “ O h ,  i t ’ s  s u c h  a  p e r f e c t  d a y ”  が 大 音量 で流 れ ると 同時 に 、

タ ク シ ー は 救 急 病 院 に 到 着 す る 。 レ ン ト ン は タ ク シ ー か ら 引 き ず り 降 ろ さ れ、

病院 の中 に 運ば れ る が 、こ の 間 、目 を 閉 じて いる は ずの レ ン トン の主 観 ショッ

トら しき も のが 挿 ま れる 。シ ョッ トの 両 端に は 、先の シー ン で彼 の体 と とも に

沈ん だ赤 い カー ペ ッ トの 端が 見 える 。彼 を乗 せた 寝 台車 が 待 合ロ ビー を 抜けて

処置 室に 辿 り着 く ま での 間も 、こ の赤 い カー ペッ ト 越し の レ ント ンの「 主 観シ

ョッ ト」は挿 入 され る。ただ し、ここ で はそ の前 の ショ ッ ト でレ ント ン がう っ

すら 目を 開 けて い る よう にも 見 える 。こ の移 動の 間 は 、救 急 ベル の音 、そ して 、
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ピア ノと 弦 楽器 に よ る《 P e r f e c t  D a y》 の荘 厳な 間 奏が 鳴 り 響く 。  

処 置 室に 着 くと レ ン トン は「 目を 開 けて ！起 きな さ い！ 」と 、医師 に 頬を は

た か れ る 。 そ の 背 景 で は 、「 君 は 自 分 が 撒 く 種 の 分 だ け 収 穫 す る ん だ （ Yo u ’ r e  

g o i n g  t o  r e a p  j u s t  w h a t  y o u  s o w）」 と いう 楽曲 の 最後 の フ レー ズが 聞 こえ 、

病 院 内 の 音 と と も に 、 レ ン ト ン の も の と 思 し き 深 い 吐 息 が 極 微 音 で 聞 こ え る。

この フレ ー ズは そ の 後３ 回繰 り 返さ れ る が、この と き画 面 内 で起 こる こ とを追

って みた い 。  

１回 目の 繰 り返 し：医師 がレ ン トン に 注 射を 打つ 。そ の 間、レン トン の 赤い カ

ーペ ット 越 しの 「 主 観シ ョッ ト 」挿 入 。  

２ 〜 ３回 目：息 を吹 き返 し、赤い カ ーペ ット から 脱 出す る レ ント ンの「主 観 シ

ョ ッ ト」。 次 に 息 を 上 げ 大 き く 目 を 見 開 く レ ン ト ン の ミ デ ィ ア ム ・ ク ロ ー スア

ップ 。こ の とき レ ン トン の顔 に は血 の 気 がな く、 唇 は紫 色 。  

こう して 意 識が 戻 っ たレ ント ン だが 、こ の危 険な 状 態は 彼 が 自分 で「 撒い た種

( w h a t  y o u  s o w )」に より 引き 起 こさ れ た と考 えら れ る 。リ ー ドの アン ニ ュイ な

歌声 のフ レ ーズ が 終 了し 、後 奏に 入る と き 、シ ョ ット はま た 別の タク シ ーの 車

内に 切り 替 わる 。迎 えに 来て く れた 両 親 とと もに 、レ ント ン は家 に帰 る ので あ

る。 後奏 の 最後 の 一 音が 鳴る タ イミ ン グ で、 彼は 自 室の ベ ッ ド に 降 ろ さ れ る 。 

 こ の楽 曲 が挿 入 さ れた 3 分 4 3 秒 間は 、映 画 にお い て音 楽 と映 像の 親 和性 が

最も 高い シ ーク エ ン スか もし れ ない 。そ の背 景に は、編 集の マサ ヒロ・ヒ ラ ク

ボが 先に 《 P e r f e c t  D a y》 を 選曲 し 、音 楽に 合わ せ て映 像 を 編集 した と いう 事

実が ある 。こ の件 に つい ては 、先 述の イ ンタ ヴュ ー でプ ロ デ ュー サー の マク ド

ナル ドが 述 べて い る が 、彼 は この 曲の 桁 違い の使 用 料に 悩 ま され つつ も 、ヒラ

クボ を「 素 晴ら し い 耳の 持ち 主 （ t h e  o n e  w i t h  t h e  r e a l  e a r）」 と賞 讃し てい

る （ M a c n a b  2 0 11 ,  1 8）。  

当シ ーク エ ンス に お ける 物語 世 界の 内 と 外 、お よ び 、現 実と 超現 実の 関 係性

にも 触れ た い 。楽 曲 は物 語世 界 外の 音 楽 と考 える の が無 難 だ が 、こ こ で起 こる

赤い カー ペ ット の 現 象や（レ ント ン の「 トリ ップ 状 態」）、レ ント ンの 音 楽の 趣

向 、さ ら に歌 詞の 内 容を 踏ま え ると 、レ ント ンの 心 中で 流 れ てい るも の と考 え

るこ とも で きる 。こ のシ ーク エ ンス 全 体 にお いて 、音 声、映 像と もに 現 実と 超

現実 の境 界 が曖 昧 で ある 。こ のよ うな シ ーク エン ス だか ら こ そ 、現 実 的な 描写

はむ しろ 際 立つ 。タ クシ ーの 運 転手 や 救 急隊 員た ち の冷 静 な ふる まい は 、彼ら

がお そら く 日常 的 に 薬物 中毒 者 に出 く わ すこ と 、なお 、そ の よう な中 毒 者の扱

いに 十分 に 慣れ て い るこ とを 表 して い る ので あろ う 。  

同時 に注 目 した い の は、ス ワニ ー の動 作 であ る 。レ ン トン を「介 抱 」するス

ワニ ーは 、タ クシ ー に押 し込 ん だレ ン ト ンの 胸ポ ケ ット に い くら かの 紙 幣（タ

ク シ ー 代 ） を 入 れ て 、「 行 っ て ら っ し ゃ い 」 と で も 言 わ ん ば か り に 優 し く 頬 を

叩く 。こ のス ワ ニー の行 動は 、粗 雑 なよ うだ が冷 静 で、仲間 を思 いや る 優し さ

すら 感じ ら れる 。そ して 、ス ワニ ー が忍 ばせ たこ の タク シ ー 代は 、業 務を 終 え

た運 転手 に きっ ち り と回 収さ れ る。レ ン トン の周 り で着 々 と 自身 の任 務 を遂行



15 

 

する 人々 は 、シ ュ ー ルレ アル な シー ク エ ンス に一 定 の現 実 味 を保 たせ る 。  

そし て 、この シー ク エン スの 最 後に レ ン トン をベ ッ ドに 運 ん だ両 親は 、部屋

を出 て外 か ら鍵 を か ける 。そ の瞬 間、今 度は テク ノ 調の 曲 が 始ま る。ブリ ット

ポッ プの バ ンド 、 ア ンダ ーワ ー ルド の 《 D a r k  a n d  L o n g》（ 1 9 9 4）で ある 。こ

う し て 、 文 字 ど お り 「 暗 く 長 い 」 レ ン ト ン の 禁 断 症 状 が 始 ま る 。 こ の よ う に、

映画 全編 を とお し て 、ナ ラテ ィ ヴと の 親 和性 を意 識 した 選 曲 が継 続的 に 行われ

るの であ る 。  

 最 後に 、『ト レ イ ンス ポッ テ ィン グ 』にお ける《 P e r f e c t  D a y》の 使用 が 、そ

の後 のイ ギ リス の メ ディ アに 及 ぼし た 影 響を 示す 事 例を 紹 介 した い。映 画公開

か ら 2 年後 の 1 9 9 8 年 、B B C（英 国 放送 協 会 B r i t i s h  B r o a d c a s t i n g  C o o p e r a t i o n）

は 自 社 の 宣 伝 映 像 と し て 《 Pe r f e c t  D a y 》 の 新 た な ヴ ィ デ オ を 製 作 し た

（ D o n n e l l y  2 0 0 1 ,  1 9 7）。こ のヴ ィデ オ は 、リー ド本 人 をは じ め、（ 同曲 のプ ロ

デュ ーサ ー でも あ る ）デ ヴィ ッ ド・ ボ ウ イや 、エ ル トン ・ ジ ョン 、 U 2 の ボ ノ

等の 大御 所 に続 き 、その 他数 々 のミ ュ ー ジシ ャン が 短い フ レ ーズ を歌 い 継ぐと

いう 、豪 華絢 爛 な内 容で あっ た。ま た、同年 B B C は、イギ ー・ポ ップ の《 L u s t  

f o r  L i f e》を 番組 間 の 連結 部分（ c o n t i n u i t y  s e c t i o n s）に 使 用し てい る（ I b i d .）。

こ の ２ 曲 の 選 曲 が 、『 ト レ イ ン ス ポ ッ テ ィ ン グ 』 の 影 響 の 表 れ で あ る こ と は 明

らか だ。  

 皮 肉 に も 、 これ ら の 事 象 は パ ン クと は 相 容 れ な い は ずの 、 B B C と い う 国営

の「体 制 」によ って 指揮 され た 。しか し 、パン ク・アイ コン であ るリ ー ドと ポ

ップ の音 楽、お よび 、ふ たり の人 物 像が 映画 にも た らし た 効 果は 大き く、以 上

分析 して き たと お り であ る。既 存の 大 衆 音楽 とス タ ー像 が 映 画の クオ リ ティー

に貢 献し 、そ れ によ って 映画 が 成功 し た こと で、今度 は、映 画が その 使 用音 楽

に影 響を 及 ぼす 、 と いう 興味 深 い循 環 が 生ま れた の だ。  

 

お わ り に   

  ―  「 パ ン ク 映 画」 と し て の 『 ト レ イン ス ポ ッ テ ィ ン グ 』  

 プ ロデ ュ ーサ ー の アン ドリ ュ ー・マ ク ドナ ルド は 、本作 を 製作 する に あた り

『時 計じ か けの オ レ ンジ 』 A C l o c k w o r k  O r a n g e（ スタ ンリ ー ・キ ュー ブ リッ

ク監 督、 1 9 7 1） や『 アル フィ ー 』 A l f i e（ ルイ ス・ ギ ルバ ー ト 監督 、 1 9 6 6） と

いっ た映 画 から「ア イデ ィア を 盗用 し た 」と述 べ てい る（ M a c n a b  2 0 11 ,  1 5）。

その「 盗用 」部 分は 主に 絵作 り に表 れ て いる が 1 2、こ の ふた つ の作 品の 主 人公

がと もに 社 会へ の 適 応を 拒む「パ ン ク」であ るこ と は偶 然 で はな い。本作 には

『タ クシ ー ドラ イ バ ー』 Ta x i  D r i v e r（ マー ティ ン ・ス コ セ ッシ 監督 、 1 9 7 6）

の主 人公 ト ラヴ ィ ス（ パン ク ）と未 成 年 娼婦 アイ リ スの イ メ ージ も流 用 されて

おり 、製 作 陣が 参 照 する 映画 は パン ク 性 が強 い。  

 イ ギリ ス 映画 史 に おけ る当 作 品の 特 質 を考 える な らば 、主 要舞 台が 地 方都市

で あ り、 労 働者 階 級 の日 常を 扱 って い る とい う点 で は、 1 9 5 0〜 6 0 年代 の ブリ

ティ ッシ ュ・ニュ ー・ウェ イヴ の 映画 と 共通 して い る 。し か し、本 作の 製 作者
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の力 点は 社 会的 リ ア リズ ムに は なく 、そ れま での イ ギリ ス 映 画の 伝統 と は異な

る新 たな 表 現方 法 を 呈示 した の であ る 。既存 の価 値 に反 抗 す るこ とが「 パ ンク」

精 神 だ と す れ ば、『 ト レ イ ン ス ポ ッ テ ィ ン グ 』 は 既 存 の イ ギ リ ス 映 画 の 伝 統や

価値 を革 新 した 「 パ ンク 映画 」 とし て 捉 える こと が でき る 。  

 ま た 、初期 のパ ン クは シチ ュ アシ オ ニ スト の思 想 の影 響 を 受け てい る 。社会

学者 の森 正 人は「 フ ラン スの シ チュ ア シ オニ スト・イン タ ー ナシ ョナ ル 1 3が 好

んで 使っ た『 退 屈さ はい つも 反 革命 的 で ある 』と いう ス ロー ガン に呼 応」し た

パン クの 事 例に 参 照 し、その 思想 の 関連 を解 説し て いる（森  2 0 0 8 ,  1 4 3 - 1 4 4）。

この 文脈 に おい て、レン トン の 行動 を 読 解し てみ た い。物語 の最 後で 、彼 は 仲

間 を 裏 切 り 姿 を く ら ま す 。 本 作 後 半 で は 彼 が 地 元 の 仲 間 と の 日 常 に 「 退 屈 さ」

を感 じて い る様 子 が 時折 に暗 示 され て お り、最後 の 裏切 り へ の助 走が 伏 線とし

て散 りば め られ て い る。つ まり 、レン ト ンの 裏切 り 行為 は「 退屈 さ 」へ の 決別

であ り 、新 た な生 活 へと 向か う ため の「 革命 」なの で ある 。レン トン を 演じ た

ユ アン ・ マ ク レ ガー は 、こ の 作 品の 2 年 後『 ベ ル ベ ッ ト・ ゴ ール ド マ イ ン』

Ve l v e t  G o l d m i n e（ トッ ド・ヘ イ ンズ 監 督 、 1 9 9 8）で 、イギ ー・ポ ップ を モデ

ルに した キ ャラ ク タ ーに も扮 し てい る 。グラ ム・ロッ クを 表 象し た映 画 の中 で

この キャ ラ クタ ー は ひと きわ 「 パン ク 」 であ った 。  

 以 上、「 パ ン ク 」 を キ ー ワ ー ド に 、 映 画 『 ト レ イ ン ス ポ ッ テ ィ ン グ 』 の 音楽

につ いて 考 察し て き た 。本 稿 では 扱う こ とが でき な かっ た が 、パン ク と同 等に

作品 を支 え る「ブ リ ット ポッ プ 」とい う 音楽 ジャ ン ル・運 動 にも 、パン ク の影

響は 見ら れ る 。本 作 品に 楽曲 を 提供 し た ブリ ット ポ ップ の バ ンド の中 で 、唯一

スコ ット ラ ンド 出 身 のバ ンド 、プ ラ イマ ル・スク リー ム は、自ら をパ ン クと 見

なし てい る。フ ロン トマ ンの ボ ビー・ギ レス ピー は 2 0 1 6 年 のイ ンタ ヴ ュー で 、

原作 者ア ー ヴィ ン・ウェ ルシ ュ につ い て「労 働者 階級 出 身の 薬物 中毒 で、ス コ

ット ラン ド 人。彼は パ ン クだ っ たん だ。俺た ちと 似 てい る 点 が多 い。彼と 二 晩

ほど 遊ん で みて 、『 な んて 凄い 奴 だ』と思 った よ」と述 べ てい る（ U n t e r b e r b e r）。 

 ギ レス ピ ーの 言 う とお り原 作 者の ウ ェ ルシ ュは「パ ン ク」であ り、その 影響

1 4は 彼 の作 品 にお い て も明 白 だ 。原作 と 使 用音 楽が 有 する パ ン ク性 は 、映 画の

物語 と特 質 に 色 濃 く 反映 され て いる 。 2 0 1 7 年 1 月 に は 、イ ギリ スで 続 編 が 封

切ら れた 。前 作 に 見 られ る よ う な パ ン ク 性が 引き 継 がれ て い るか どう か 、作品

の新 たな 展 開に 期 待 した い。  
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- - - .  T h e  I d i o t .  D a v i d  B o w i e .  Vi r g i n  R e c o r d s  A m e r i c a ,  I n c .  ( 1 9 7 7 / 1 9 9 0 )  C D .  
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註  

1  本 稿で 「 イギ リ ス 」と いう 呼 称を 使 う とき 、「 グレ ー トブ リテ ンお よ び北 ア

イル ラン ド 連合 王 国 U n i t e d  K i n g d o m  o f  G r e a t  B r i t a i n  a n d  N o r t h e r n  I r e l a n d」

を指 し、 形 容詞 と し ての 「イ ギ リス 」 は B r i t i s h を意 味 する 。「イ ギリ ス 」を

もっ て、 イ ング ラ ン ド E n g l a n d  も し く は E n g l i s h  を 指す こ とは ない 。  

2  労 働者 階 級の 日 常 を写 実的 に 描い た 映 画を 指す 。1 9 5 0 年 代 後期 か ら 6 0 年 代

のブ リテ ィ ッシ ュ・ニュ ー・ウェ イヴ の 映画 は 、小説 や演 劇 との 関わ り も深 く 、

映画 も含 め これ ら の 作品 は “ k i t c h e n  s i n k  d r a m a ”とも 呼ば れ る 。また 、そ のリ

アリ ズム は「社 会 的 リア リズ ム（ so c i a l  r e a l i s m）」や「 キ ッチ ンシ ンク・リア

リズ ム（ k i t c h e n  s i n k  r e a l i sm）」 と 呼ば れる 。  
3  映 画公 開年 と 同じ 1 9 9 6 年に 発 表さ れた 曲数 を引 い た数 字。ただ し、同年 発

表の 楽曲 を 手が け た 数組 のバ ン ドは 、当 時す でに 一 定の 人 気 を博 して い た 。映

画に 使用 さ れた の が 新曲 であ っ たに せ よ 、一 部の 観 客は そ れ を製 作し た バンド

とそ の音 楽 的趣 向 に つい て既 存 のイ メ ー ジを 持っ て いた と 考 えら れる 。ちなみ

に、プロ デュ ー サー のア ンド リ ュー・マ クド ナル ド によ る と 、編 集段 階で 映 像

に合 わせ て 作ら れ た 楽曲 は、 レ フト フ ィ ール ドの 《 A F i n a l  H i t》（ 1 9 9 6） の 1

曲の みで あ る（ 映 像 資料 １特 典）。  

4  「 ノ ッテ ィン グ ヒル・カー ニヴ ァ ル 」の 意義 や関 連 事件 に つ いて は 、次 の 論

文に 丁寧 か つ端 的 に まと めら れ てい る 。 井 野 瀬 久 美 惠 「 帝 国の 逆襲  —  と も

に生 きる た めに 」 同 編『 イギ リ ス文 化 史 』昭 和堂 （ 2 0 1 4 年 ） p p . 2 5 0 - 2 7 4 .    
5  サ ッチ ャー の 発言 の英 語原 文 :  " T h e y  a r e  c a s t i n g  t h e i r  p r o b l e m s  a t  

s o c i e t y .  A n d ,  y o u  k n o w ,  t h e r e ' s  n o  s u c h  t h i n g  a s  s o c i e t y .  

T h e r e  a r e  i n d i v i d u a l  m e n  a n d  w o m e n  a n d  t h e r e  a r e  f a m i l i e s .  

A n d  n o  g o v e r n m e n t  c a n  d o  a n y t h i n g  e x c e p t  t h r o u g h  p e o p l e ,  

a n d  p e o p l e  m u s t  l o o k  a f t e r  t h e m s e l v e s  f i r s t .  I t  i s  o u r  d u t y  t o  

l o o k  a f t e r  o u r s e l v e s  a n d  t h e n ,  a l s o ,  t o  l o o k  a f t e r  o u r  

n e i g h b o u r s . "  –  i n  a n  i n t e r v i e w  i n  W o m e n ' s  O w n  i n  1 9 8 7   

A n o n .  e d ,  “ M a r g a r e t  T h a t c h e r :  a  l i f e  i n  q u o t e s ”  T h e  G u a r d i a n .  8 t h  A p r i l ,  

2 0 1 3 .  

( h t t p s : / / w w w . t h e g u a r d i a n . c o m / p o l i t i c s / 2 0 1 3 / a p r / 0 8 / m a r g a r e t - t h a t c h e r - q u o

t e s ) .  A c c e s s e d  1 6 t h  O c t ,  2 0 1 6 .  
6  実 際の 撮影 の 際も 、互い に「叫 び かけ る 」会 話 を演 者 から 自 然に 引き 出 すた

めに 、大 音 量で 音 楽 を流 した ら しい （ ボ イル  映 像資 料 １特 典）。  
7  登 場人 物（ ビー ト ル ズの メン バ ー ）が 追 手か ら逃 れ 疾走 し て いる とい う 点と 、

楽曲（ タイ トル 曲《 A H a r d  D a y ’s  N i g h t》）が ほ ぼ全 尺使 わ れ てい る点 で、『 ト

レイ ンス ポ ッ テ ィ ン グ』の冒 頭シ ー ンと 共通 して い る。もっ とも 、ビ ート ル ズ

の追 手は 彼 らの フ ァ ンで 、レ ン トン た ち の場 合は 警 察と 大 き く異 なる が 。  
8  た だし 、こ の言 葉 は アー ヴィ ン・ウェ ル シュ の原 作 小説 か ら 引用 され て いる 。 
9  厳 密に 言う と 、サ ッカ ー（ f o o t b a l l） では なく 、 １チ ー ム ５人 編成 の

“ f i v e - a - s i d e  f o o t b a l l ”。レ ン トン たち の 対 戦相 手は 、 C a l t o n  A t h l e t i c  F o o t b a l  

C l u b と いう 実在 の チ ーム であ る 。エ デ ィ ンバ ラの 隣 街、 グ ラ スゴ ー（ ス コッ

トラ ンド で 最も 治 安 が悪 い街 と 言わ れ る ）のチ ー ムで 、ヘ ロ イン 中毒 の リハビ

リの ため に サッ カ ー をす る人 々 が集 う 。製作 陣は 、彼 らが 作 品の 重要 な アド ヴ

ァイ ザー と なっ た こ とを 語っ て いる （ 映 像資 料１ 特 典）。  
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1 0  日 本に おけ る ルー ・リ ード の ファ ン に も知 識人 が 多い 。 2 0 1 3 年 1 0 月の 彼

の逝 去を 受 けて 、学 術色 の強 い『 ユ リイ カ』が追 悼特 集 号を 刊行 した 事 実か ら

も、 この こ とが 窺 え る。『ユ リイ カ 』 2 0 1 4 年 1 月 号 /第 4 6 巻 第 1 号 （ 青 土 社 ） 
1 1  こ の他 シ ック ・ ボ ーイ は、 セ ッ ク ス ・ ピス トル ズ のプ ロ デ ュー サー 、 マル

コム・マク ラ レン の 名も 挙げ る 。ちな み に、当 時の 彼 のパ ー トナ ーで あ り 、パ

ンク のフ ェ ティ ッ シ ュな ファ ッ ショ ン を 発明 した デ ザイ ナ ー 、ヴィ ヴ ィ ア ン ・

ウェ スト ウ ッド は 、当時 のも う 1 人 の重 要な パン ク・ア イ コ ンだ が、今 や “ D a m e ”

の称 号（ 勲 章士 を 授 与さ れた 女 性の 敬 称 ）を もっ て いる 。 と り わ け 日 本 で は 、

ブラ ンド 名 とし て 彼 女の 名を 知 る観 客 の 方が 多い だ ろう 。  
1 2  上 述の トミ ー とス パッ ドの 会 話場 面 の セッ トは 『 時計 じ か けの オレ ン ジ』

の「 ミ ルク・バー 」のセ ット を 模倣 し た もの であ る 。意図 的 に歪 みを も たせ る

ため に使 用 する 広 角 レン ズも 、キ ュー ブ リッ クの 手 法に な ら って いる（ ボ イル  

映像 資 料 1 特 典）。 また 、本 作 のエ ン デ ィン グ・ ク レジ ッ ト にお ける 白 黒写 真

の挿 入は 、『 ア ルフ ィー 』の ク レジ ッ ト のス タイ ル を「 盗 用 」し たも の と思 わ

れる 。  
1 3  森 は次 のよ う に解 説し てい る。「 マル ク ス主 義に 思 想的 基 盤 を持 つ思 想 家や

著述 家や 芸 術家 な ど を中 心に 一 九五 七 年 に結 成さ れ た集 団 で 、一 九六 〇 年代の

ヨー ロッ パ のい く つ かの 国で 社 会と 政 治 的変 革の た めの 活 動 を行 った 。とくに

一九 六八 年 のフ ラ ン スで 生じ た 、社 会 革 命を 目指 し た五 月 革 命に おい て 大きな

役 割 を果 た した と 言 われ る」（森  2 0 0 8 ,  1 4 4）。ま た 、イ ギ リス 文化 研究 者 の板

倉厳 一郎 は 、シチ ュ アシ オニ ズ ム（状 況 主義 ）は結 果 的に「 政治 理念 の 実現 に

力点 を移 し て 」い っ たが 、政 治的 変革 と 同時 に芸 術 的前 衛 を 目指 した 運 動で あ

った と説 い てい る 。 芸術 的に は この 運 動 は、「都 市生 活 に新 たな 意味 を 与え 、

本来 の意 味 をず ら す よう な『 状 況』 を 作 り出 すこ と を目 的 と して いた 」（ 板 倉

2 0 11 ,  1 5 5 - 1 5 6）。  

1 4  ウ ェル シ ュは 自 身 の作 品に つ いて 次 の よう に述 べ てい る （ 下線 筆者 ）。「批

評家 連中 は 絶賛 す る けど 、結 局僕 はア ウ トサ イダ ー で 、イ ギ リス 文学 の 主流 に

はな り得 な い 。僕 の 作品 の理 解 者は 批 評 家で はな く 、パブ や クラ ブに 入 り浸 っ

てい る人 た ちだ 。よ くウ ィリ ア ム・バロ ウズ など の ビー ト 作 家や 、グ ラス ゴ ー

出身 の作 家 ジェ イ ム ズ・ ケル マ ン（ 盲 目 の酔 っ払 い が主 人 公 の “ H o w  L a t e  I t  

w a s ,  H o w  L a t e ”  で 9 4 年に ブ ッカ ー賞 受 賞） と比 較 され る こ とが 多い が 、バ

ロウ ズに 関 して は マ スコ ミに そ う言 わ れ て初 めて 読 んだ し 、ケル マン と は人物

の描 き方 が 正反 対 だ 。影響 を 受け たの は 、むし ろ 文学 的規 則 を全 く無 視 して い

るイ ギー・ポッ プ や ルー・リー ドの 歌 詞 だ。 “ A c i d  H o u s e ”の 一編 はイ ギ ー・ポ

ップ の “ W h e r e  T h e  D e b r i s  Me e t s  T h e  S e a ”から 採 って いる 。 ク ラブ ・カ ル チ

ャー は今 ま での 歴 史 の中 でも 最 高の 快 楽 を人 々に 提 供し て い ると 思う 。」  

（訳 者・ 初 出不 明 、 豊島 他編  1 9 9 6）  

 


